
























雑誌TIME「その世紀の人 Person of the Century」特集で、原子力・原子爆弾、ビッグバ
ン宇宙、量子物理・エレクトロニックスの時代故に、ルーズベルト米大統領、インド独立の
父のガンデイーを抜いて20世紀を代表する一番の人物に選ばれ、TIMEの表紙を飾ったと話
すと、社会人が、「科学者は、発見・発明という創造的活動を、それが将来人類に与える幸
不幸まで考慮して行えるか・行うべきか？」という永遠の大問題を質問した。私見を述べ教
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室全体で討論した。学期末の＜感想文＞に学生達の様々な意見表明があり、社会人のこの
「引き金」は大変有効であった。
宇宙と人間のテーマの講義で、ワトソン－クリックによるDNAの二重らせん構造の発見
が分子生物学を生み、それにはＸ線回折と言う物理的手段が決定的役割を果たしたと説明し、
Ｒ．フランクリンによる見事な二重らせん回折像を見せた（彼女の不幸な夭折のエピソード
も添えて）。1953年以降、生物学の教科書は新しく塗り替えられたと話すと、社会人が「私
達の高校生物教科書には、全くその記載は無かった」と。それを受けて学生が「私達の教科
書は、DNAの二重らせん構造からスタートした」と説明、図らずも遺伝子科学の急進展を
実感することになった。この議論から、学生・社会人共に、最近のヒトゲノム解読、遺伝子
治療、クローン問題等々を生みつつ急展開する遺伝子科学・工学のルーツを理解した。
社会人の「Ｘ線回折、分子レベルの構造が生物学に登場するのだから、高校理科教育での
生物学、物理学、化学という教科分類は不自然で、学生の興味を殺ぐのではないか」という
発言は、学生に良い刺激を与えた。＜感想文＞に「この視点から高校で物理や生物等を学べ
たら良かった。物理を好きになったかも」と書いた学生がいた。
学生Ａ君は、社会人Ｂ氏にスクールバスで声をかけられた。Ａ君がまだ1時限早いのにと
訝ると、Ｂ氏は孫のようなＡ君にこう言った「90分間図書館で「物理学」の復習・予習をし
ます」。Ａ君は驚き、自分も少し復習をするようになった＜感想文＞。
社会人の授業中の真剣な態度に気圧されたか、学生達の私語が殆ど無くなり、居眠り学生
は皆無になる。社会人の活発な質問に啓発され、学生達が質問するようになった。社会人は
礼儀正しい：私が授業終了後、白板を拭き始めると跳び出してきて ｢私達がやります｣。学
生達は、初めポカンと見ていたが、後半から協力するようになった。
社会人女性の以下の＜感想文＞は、大学人への教訓である：「オープンカレッジ参加者の
年齢層の多彩さに感動した。日本では、社会人に向けての知的好奇心を満足させる機能が乏
しい。大学は、率先していろいろな分野の専門家達を募って、蓄積された知識を人々に惜し
みなく与える場になって欲しい。あまりにももったいない人的資源が、埋もれている」。
浦和大学は、本年度「こども学部」を開学し、100名の1年次学生を誕生させた。同学部は、
広く地域社会のこども・親及び祖父母との連携を基盤に、大学教育を展開することを目指し
ている。この理念を実践する場として、「こどもコミュニティセンター」を開設した。さら
に、地域及び埼玉県の生涯学習ニーズに応えるべく、本年後期学期からリカレント講座「こ
どもと育つ－子育て・孫育て－」を開講する。『孫育て』のタイトルは、冒頭に触れた
“団塊の世代”の参加を期待しているからである。
＊浦和大学ウェブページの教員紹介、更に「先生のページ」参照
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